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問題 a，bは正の実数で a > bとし，®は tan® = b
a を満たす角とする。ただし，0< ®<

¼
4
とする。このと

き，次の (1)と (2)に答えよ。

(1) 座標平面上に原点 Oを中心とし，半径が aで中心角は ¼
2
より小さい扇形 BOAがある。ただし，点 Aの座標

は (a; 0)であり，点 Bは第 1象限にある。この扇形を y軸方向に b
a 倍に縮小した図形を COAで表す。こ

こで点 Cは，点 Bの座標を (x0; y0)としたときに座標が #x0; ba y0;となる点であり，ÎCOA = ¼
4
とす

る。図形 COAは図 1の灰色部分である。

(i) 扇形 BOAの中心角ÎBOAを ®を用いて表せ。

(ii) 図形 COAの面積を a，b，®を用いて表せ。

(iii) 図形 COAを楕円 x
2

b2
+
y2

a2
= 1によって 2つの図形に分けたとき，原点 Oを含む方の図形の面積をm，

点 Aを含む方の図形の面積を n とする。mと n を a，b，®を用いてそれぞれ表せ。

(2) 座標平面上で次の不等式の表す 4つの領域を考える。

x2

a2
+
y2

b2
· 1の表す領域をU0，

x2

a2
+
y2

b2
¸ 1の表す領域をU1

x2

b2
+
y2

a2
· 1の表す領域を V0，

x2

b2
+
y2

a2
¸ 1の表す領域を V1

とする。さらに S = U0 \V0，T = (U0 \V1) [ (U1 \V0)の面積をそれぞれ s，tとする。図 2において，

灰色部分が領域 S，4つの斜線部分が領域 Tである。

(i) s = tとなるときの ®の値を求めよ。

(ii) a，b が a2 + b2 = 1 を満たしながら変化するとき，S [ T の面積が最大となる ® の値を ®0 とする。

® = ®0 のとき，sと tの大小を比較せよ。
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